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  都道府県医師会長  殿

                                                   　　日本医師会長

植　松　治　雄   

臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律の一部改正について

  時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて、臨床検査技師、衛生検査技師等法の在り方に関しましては、平成１５年に厚

生労働省検討会の報告書がまとめられております（平成１５年６月２４日付(地Ⅰ66)

の文書をもって送付済）。

　その後、平成１７年５月２日に「臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律の一

部を改正する法律」が公布され、今般、施行期日が平成１８年４月１日とされるとと

もに、関係通知が発出されましたのでお送り申し上げます。

　改正内容は、①法律名を「臨床検査技師等に関する法律」としたこと、②法第２条

に定める臨床検査技師の定義のうち「医師の指導監督の下に」を「医師又は歯科医師

の指示の下に」とし、「政令で定める生理学的検査」を「厚生労働省令で定める生理

学的検査」としたこと、③衛生検査技師資格の廃止であります。なお、③については、

改正法施行の際現に衛生検査技師免許を受けている者は、従来通り衛生検査技師の名

称を用いて業務に従事することが可能であること等、所要の経過措置が設けられてお

ります。

　つきましては、本件について、貴会におかれましてもご了知賜りますとともに、貴

会管下郡市区医師会への周知方につき、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。
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医政発第 0331020 号 
平成１８年３月３１日 

 
各都道府県知事 殿 

 
厚生労働省医政局長 

 
 
臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律の一部を改正する法律の施行 
等について 

 
 
 臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律の一部を改正する法律（平成１７年法律

第３９号。以下「改正法」という。）については、昨年５月２日付けで公布され、本年４

月１日より施行することとされたところである。 
 貴職におかれては、下記の改正内容を御了知の上、貴管内の保健所設置市、特別区、

医療機関、関係団体等に周知方願いたい。 
 
 

記 
 
 
１．臨床検査技師の定義の見直し 
  臨床検査技師の定義を「医師又は歯科医師の指示の下に、微生物学的検査、血清学

的検査、血液学的検査、病理学的検査、寄生虫学的検査、生化学的検査及び厚生労働

省令で定める生理学的検査を行うことを業とする者」に改めることとされたこと。 
 
２．衛生検査技師の廃止 
  医療及び検査技術の高度化等に伴い、業として検査を行う者の質を担保し、検査の

正確性を確保する等の観点から、衛生検査技師の資格を廃止することとされたこと。 
 
３．経過措置 
 
（１）臨床検査技師国家試験の受験資格に係る特例 
改正法の施行の際現に衛生検査技師免許を受けている者が、大学又は文部科学大

臣が指定した学校若しくは厚生労働大臣が指定した臨床検査技師養成所において生



- 2 - 

理学的検査及び採血に関する科目で厚生労働大臣が指定するものを修めた場合には、

平成２０年度末までの間は、臨床検査技師国家試験を受けることができることとさ

れたこと。 
 
（２）衛生検査技師の業務の継続に係る特例 
改正法の施行の際現に衛生検査技師免許を受けている者又は（３）により従前の

例による衛生検査技師免許を受けた者については、引き続き、衛生検査技師の名称

を用いて、医師の指導監督の下に、微生物学的検査、血清学的検査、血液学的検査、

病理学的検査、寄生虫学的検査及び生化学的検査（以下「検体検査」という。）を行

うことができることとされたこと。 
 
（３）衛生検査技師免許の付与に係る特例 
改正前の臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律（昭和３３年法律第７６号。

以下「旧法」という。）の規定による衛生検査技師免許を受けることができる者が衛

生検査技師免許の交付申請を行った場合には、厚生労働大臣は、平成２２年度末ま

での間は、従前の例により衛生検査技師免許を与えることができることとされたこ

と。 
 
（４）旧法等の規定の適用 
改正法の施行の際現に衛生検査技師免許を受けている者又は（３）により従前の

例による衛生検査技師免許を受けた者に係る旧法等の規定の適用については、従前

の例によることとされたこと。 
 
４．その他 
  これまで発出された関係通知等については、当該通知中の「臨床検査技師、衛生検

査技師等に関する法律」、「臨床検査技師、衛生検査技師等に関する法律施行令」、「臨

床検査技師、衛生検査技師等に関する法律施行規則」等の用語については、別途の通

知等が発出された場合を除き、それぞれ「臨床検査技師等に関する法律」、「臨床検査

技師等に関する法律施行令」、「臨床検査技師等に関する法律施行規則」等と読み替え

る等の必要な措置を講じた上で、引き続き適用されるものであること。 
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9



鄭
（号外第96号）

　4　　3

侵去＋官月曜日成17年5月2日
　
臨
床
検
査
技
師
．
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
の

　
　
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
三
九
号
）
（
厚
生
労
働

　
省
）

　
　
法
律
の
題
名
を
、
「
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法

　
律
」
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
の
下
に
」
を
「
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指
示
の
下
に
」

　
に
、
「
政
令
で
定
め
る
生
理
学
的
検
査
」
を
「
厚
生
労
働

　
省
令
で
定
め
る
生
理
学
的
検
査
」
に
改
め
る
こ
と
と
し

　
た
。
（
第
二
条
関
係
）

　
　
衛
生
検
査
技
師
の
資
格
は
、
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
（
第
二
条
、
第
三
条
関
係
）

　
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
衛
生
検
査
技
師
の
免
許

　
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
臨
床
検
査
技
師
国
家
試

　
験
の
受
験
資
格
の
特
例
を
定
め
る
と
と
も
に
、
衛
生
検

　
査
技
師
の
業
務
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

　
と
す
る
等
、
衛
生
検
査
技
師
資
格
の
廃
止
に
伴
う
所
要

　
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
（
附
則
第
二
条
～

　
第
四
条
関
係
）

　
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

　
す
る
こ
と
と
し
た
。

2
　
臨
床
検
査
技
師
の
定
義
の
う
ち
、
「
医
師
の
指
導
監
督

5
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超

◇
警
察
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一

　
七
〇
号
）
（
警
察
庁
）

1
　
刑
事
局
刑
事
企
画
課
の
所
掌
事
務
を
改
め
る
こ
と
と

　
し
た
。
（
第
二
一
条
関
係
）

2
　
こ
の
政
令
は
、
携
帯
音
声
通
信
事
業
者
に
よ
る
契
約

　
者
等
の
本
人
確
認
等
及
び
携
帯
音
声
通
信
役
務
の
不
正

　
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に

　
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
一
七
年
五
月
五
日
）

　
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
携
帯
音
声
通
信
事
業
者
に
よ
る
契
約
者
等
の
本
人
確
認

　
等
及
び
携
帯
音
声
通
信
役
務
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に

　
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
第
二
号
の
罪
を
定
め
る
政

　
令
（
政
令
第
一
七
一
号
）
（
警
察
庁
）

1
　
携
帯
音
声
通
信
事
業
者
に
よ
る
契
約
者
等
の
本
人
確

　
認
等
及
び
携
帯
音
声
通
信
役
務
の
不
正
な
利
用
の
防
止

　
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め

　
る
罪
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
本
則
関
係
）

2
　
こ
の
政
令
は
、
携
帯
音
声
通
信
事
業
者
に
よ
る
契
約

　
者
等
の
本
人
確
認
等
及
び
携
帯
音
声
通
信
役
務
の
不
正

算
隣
臓
腱
疎
一
．
、
．
．

◇
医
療
法
等
の
｝
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
七
条
第
二

　
項
の
政
令
で
定
め
る
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
一
七

　
二
号
）
（
厚
生
労
働
省
）

1
　
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
二
年

　
法
律
第
一
四
一
号
）
附
則
第
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定

　
め
る
日
を
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
と
す
る
こ
と
と
し

　
た
。
2
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

　
た
。

◇
老
人
保
健
法
施
行
令
等
の
【
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政

　
令
第
一
七
三
号
）
（
厚
生
労
働
省
）

一
　
老
人
保
健
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係
（
第
一
条
関

　
係
）

　
1
　
保
険
医
療
機
関
等
に
支
払
う
一
部
負
担
金
の
割
合

　
　
が
一
〇
〇
分
の
二
〇
と
な
る
老
人
医
療
受
給
対
象
者

　
　
の
所
得
の
金
額
を
、
　
一
四
五
万
円
以
上
と
す
る
こ
と

　
　
と
し
た
。

　
2
　
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
老
人
医
療
受
給
対
象
者
及

　
　
び
七
〇
歳
以
上
七
五
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
老
人
医

　
　
療
受
給
対
象
者
で
な
い
も
の
（
以
下
「
老
人
医
療
受

　
　
給
対
象
者
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
収
入
の
合
計
額

　
　
が
六
二
一
万
円
（
当
該
世
帯
に
他
の
老
人
医
療
受
給

　
　
対
象
者
等
が
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
八
四
万

　
　
円
）
に
満
た
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
一
部
負
担
金
の

　
　
割
合
が
一
〇
〇
の
二
〇
と
な
る
所
得
に
係
る
規
定
を

　
　
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

　
　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
関
係
（
第
二

　
条
～
第
七
条
関
係
）

　
　
七
〇
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
所
得
及
び
収
入
に
関

　
し
、
健
康
保
険
法
施
行
令
そ
の
他
関
係
政
令
に
つ
き
2

　
並
び
に
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
に
つ
き
1
及
び
2
と

　
同
様
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
た
。
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ツ
ハ

二三
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

…
　
去

目
　
　
　
　
、
、
’

律
…

　
水
防
法
及
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災

害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
十
七
年
五
月
二
日

　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
国
務
大
臣
　
細
田
　
博
之

法
律
第
三
十
七
号

　
　
　
水
防
法
及
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土

　
　
　
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部

　
　
　
を
改
正
す
る
法
律

　
（
水
防
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）

　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
目
次
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
三
十
一
条
」
に
、
「
第

　
二
十
五
条
－
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
二
条
一
第
三

　
　
　
　
　
　
「
第
五
章
　
費
用
の
負
担
及
び
補
助
（
第

　
十
五
条
」
に
、
第
六
章
　
雑
則
（
第
三
十
四
条
－
第
三

　
　
　
　
　
　
第
七
章
　
罰
則
（
第
三
十
八
条
一
第
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
第
五
章
　
水
防

　
三
十
二
条
1
第
三
十
三
条
の
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六
章
　
費
用

　
十
七
条
の
二
）
　
　
　
　
　
　
　
を
　
第
七
章
　
雑
則

　
十
条
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
八
章
　
罰
則

　
協
力
団
体
（
第
三
十
六
条
－
第
四
十
条
）

　
の
負
担
及
び
補
助
（
第
四
十
一
条
－
第
四
十
四
条
）
こ

　
（
第
四
十
五
条
一
第
五
十
一
条
）
　
　
　
　
　
　
　
一

　
（
第
五
十
二
条
－
第
五
十
四
条
）
　
　
　
　
　
　
」

　
改
め
る
。

　
　
第
二
条
第
五
項
中
「
及
び
消
防
機
関
」
を
「
、
消
防

　
機
関
及
び
水
防
協
力
団
体
（
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規

　
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
水
防
協
力
団
体
を
い
う
。
以
下

　
第
四
章
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
七

　
項
中
「
起
る
」
を
「
発
生
す
る
」
に
改
め
る
。

　
　
第
六
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
　
（
退
職
報
償
金
）

　
第
六
条
の
三
　
水
防
団
長
又
は
水
防
団
員
で
非
常
勤
の

　
　
も
の
が
退
職
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
水
防
団

　
　
長
又
は
水
防
団
員
の
属
す
る
水
防
管
理
団
体
は
、
市

　
　
町
村
又
は
水
防
事
務
組
合
に
あ
っ
て
は
条
例
で
、
水

　
　
害
予
防
組
合
に
あ
っ
て
は
組
合
会
の
議
決
で
定
め
る

　
　
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
（
死
亡
に
よ
る
退
職
の
場

　
　
合
に
は
、
そ
の
者
の
遺
族
）
に
退
職
報
償
金
を
支
給

　
　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
第
七
条
第
一
項
中
「
、
都
道
府
県
水
防
協
議
会
（
都

　
道
府
県
水
防
協
議
会
を
置
か
な
い
都
道
府
県
に
あ
っ
て

　
は
、
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百

二
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県

防
災
会
議
）
に
は
か
っ
て
」
を
削
り
、
「
定
め
な
け
れ
ば
」

を
「
定
め
、
及
び
鉦
年
当
該
都
道
府
県
の
水
防
計
画
に

検
討
を
加
尋
へ
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ

を
変
更
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
に
後
段

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
報
告
し
た
水
防
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
同
様

　
と
す
る
。

　
第
七
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都

　
道
府
県
の
水
防
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と

　
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
水
防
協
議

　
会
（
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
水
防
協
議

　
会
を
い
い
、
こ
れ
を
設
置
し
な
い
都
道
府
県
に
あ
っ

　
て
は
、
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第

　
二
百
二
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都

　
道
府
県
防
災
会
議
と
す
る
。
）
に
諮
ら
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

　
第
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

4
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に

　
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
水
防
計
画
を
定
め
、
又
は
変

　
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
要
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
。

　
第
十
条
第
二
項
中
「
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
気
象
庁

長
官
と
共
同
し
て
」
を
加
え
、
「
、
気
象
庁
長
官
と
共
同

し
て
、
そ
の
状
況
を
水
位
又
は
流
量
を
示
し
て
」
を
「
水

位
又
は
流
量
を
、
は
ん
濫
し
た
後
に
お
い
て
は
水
位
若

し
く
は
流
量
又
は
は
ん
濫
に
よ
り
浸
水
す
る
区
域
及
び

そ
の
水
深
を
示
し
て
当
該
河
川
の
状
況
を
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
次
条
及
び
第
十
条
の
三
に
お
い
て
」

を
「
以
下
」
に
改
め
る
。

　
第
四
十
条
第
二
号
中
「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第

二
十
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
十

六
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、

同
条
を
第
五
十
四
条
と
す
る
。

　
第
三
十
九
条
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
二
十
一
条
」

に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
三
条
と
す
る
。

　
第
三
十
八
条
を
第
五
十
二
条
と
す
る
。

　
第
七
章
を
第
八
章
と
す
る
。

　
第
六
草
中
第
三
十
七
条
の
二
を
第
五
十
一
条
と
す

る
。　
第
三
十
七
条
中
「
置
か
な
け
れ
ば
」
を
「
お
か
な
け

れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
条
と
す
る
。

　
第
三
十
六
条
の
見
出
し
中
「
立
入
」
を
「
立
入
り
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
呈
示
し
な
け
れ
ば
」
を
「
提

示
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
九
条
と
す

る
。
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第
五
十
四
条
の
十
七
第
二
項
第
七
号
イ
中
「
又
は
保
険
業
を
営
む
外
国
の
会
社
」
を
「
、
少
額
短
期
保
険
業
者
又

　
は
保
険
業
を
営
む
外
国
の
会
社
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
保
険
会
社
」
の
下
に
「
又
は
少
額
短
期
保
険
業
者
」
を
加

　
え
る
。

　
（
長
期
信
用
銀
行
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条
　
長
期
信
用
銀
行
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
五
の
二
　
保
険
業
法
第
二
条
第
十
八
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
少
額
短
期
保
険
業
者
（
以
下
「
少
額
短
期
保
険
業

　
　
　
者
」
と
い
う
。
）

　
　
第
十
三
条
の
二
第
四
項
第
七
号
イ
中
「
又
は
保
険
業
を
営
む
外
国
の
会
社
」
を
「
少
額
短
期
保
険
業
者
又
は
保

　
険
業
を
営
む
外
国
の
会
社
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
保
険
会
社
」
の
下
に
「
又
は
少
額
短
期
保
険
業
者
」
を
加
え
る
。

　
　
第
十
六
条
の
四
第
一
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
四
の
二
　
少
額
短
期
保
険
業
者

　
　
第
十
六
条
の
四
第
一
項
第
十
号
口
中
「
及
び
保
険
業
を
営
む
外
国
の
会
社
」
を
「
少
額
短
期
保
険
業
者
及
び
保

　
険
業
を
営
む
外
国
の
会
社
」
に
改
め
る
。

　
（
労
働
金
庫
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条
　
労
働
金
庫
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
五
十
八
条
の
五
第
一
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
四
の
二
　
保
険
業
法
第
二
条
第
十
八
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
少
額
短
期
保
険
業
者
（
次
項
第
七
号
に
お
い
て
「
少

　
　
　
額
短
期
保
険
業
者
」
と
い
う
。
）

　
　
第
五
十
八
条
の
五
第
二
項
第
七
号
イ
及
び
ハ
中
「
保
険
会
社
」
の
下
に
「
又
は
少
額
短
期
保
険
業
者
」
を
加
え
る
。

　
（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条
　
登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

　
　
別
表
第
一
第
二
十
四
号
中
働
を
㈲
と
し
、
㈲
を
因
と
し
、
ω
を
田
と
し
、
囚
を
㈲
と
し
、
㈲
の
次
に
次
の
よ
う
に

　
加
え
る
。一
環
叢
法
第
二
百
七
＋
二
条
第
一
項
（
登
録
）
の
少
頬
短
期
保
険
業
』
登
録
件
数
嘉
隈
つ
き
＋
一

　
（
銀
行
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条
　
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
五
の
二
　
保
険
業
法
第
二
条
第
十
八
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
少
額
短
期
保
険
業
者
（
以
下
「
少
額
短
期
保
険
業

　
　
　
者
」
と
い
う
。
）

　
　
第
十
六
条
の
二
第
二
項
第
七
号
イ
中
「
又
は
保
険
業
を
営
む
外
国
の
会
社
」
を
「
、
少
額
短
期
保
険
業
者
又
は
保

　
険
業
を
営
む
外
国
の
会
社
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
保
険
会
社
」
の
下
に
「
又
は
少
額
短
期
保
険
業
者
」
を
加
え
る
。

　
　
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
四
の
二
　
少
額
短
期
保
険
業
者

　
　
第
五
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
第
十
号
口
中
「
及
び
保
険
業
を
営
む
外
国
の
会
社
」
を
「
、
少
額
短
期
保
険
業
者

　
及
び
保
険
業
を
営
む
外
国
の
会
社
」
に
改
め
る
。

　
（
地
価
税
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条
　
地
価
税
法
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
外
国
相
互
会
社
」
の
下
に
「
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
を
加
え
る
。

　
（
金
融
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
一
条
　
金
融
庁
設
置
法
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
条
第
三
号
ホ
中
「
生
命
保
険
業
又
は
損
害
保
険
業
を
営
む
」
を
「
保
険
業
を
行
う
」
に
改
め
る
．

　
（
日
本
郵
政
公
社
に
よ
る
原
動
機
付
自
転
車
等
責
任
保
険
募
集
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条
　
日
本
郵
政
公
社
に
よ
る
原
動
機
付
自
転
車
等
責
任
保
険
募
集
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律

　
法
律
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
五
条
第
二
項
中
「
同
法
第
二
条
第
二
十
項
に
規
定
す
る
所
属
保
険
会
社
」
を

　
定
す
る
所
属
保
険
会
社
等
」
に
改
め
る
。

（
平
成
十
二
年

「
同
法
第
二
条
第
二
十
四
項
に
規

　
（
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
ロ
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

　
正
）

第
三
十
三
条
　
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律

　
（
平
成
十
四
年
法
律
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
二
条
第
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
十
七
の
二
　
保
険
業
法
第
二
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
少
額
短
期
保
険
業
者

　
（
内
閣
府
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
四
条
　
こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
る
認
可
又
は
承
認
に
関
す
る
申
請
の
手
続
、

　
書
類
の
提
出
そ
の
他
こ
の
法
律
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

　
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
十
五
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

　
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
で
は
、
な
打
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
（
権
限
の
委
任
）

第
三
十
六
条
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
の
附
則
に
よ
る
権
限
（
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
を
金
融
庁
長
官
に
委
任

　
す
る
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
金
融
庁
長
官
に
委
任
さ
れ
た
権
限
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一

　
部
を
財
務
局
長
又
は
財
務
支
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
七
条
　
こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

　
（
検
討
）

第
三
十
八
条
　
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
以
内
に
、
生
命
保
険
契
約
者
保
護
機
構
に
対
す
る
政
府
の
補
助
及

　
び
生
命
保
険
契
約
者
保
護
機
構
に
よ
る
資
金
援
助
等
の
保
険
契
約
者
等
の
保
護
の
た
め
の
特
別
の
措
置
等
に
係
る
制

　
度
等
の
実
施
状
況
、
生
命
保
険
契
約
者
保
護
機
構
の
財
務
の
状
況
、
保
険
会
社
の
経
営
の
健
全
性
の
状
況
等
を
勘
案

　
し
、
生
命
保
険
契
約
者
保
護
機
構
の
資
金
援
助
等
に
要
す
る
費
用
に
係
る
負
担
の
在
り
方
、
政
府
の
補
助
に
係
る
規

　
定
の
継
続
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
適
切
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

2
　
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
以
内
に
、
再
保
険
を
保
険
会
社
に
付
し
て
行
う
業
務
そ
の
他
の
少
額
短
期
保

　
険
業
者
の
業
務
の
状
況
、
保
険
会
社
が
引
き
受
け
る
保
険
の
多
様
化
の
状
況
、
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
ゼ

　
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
保
険
業
に
係
る
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果

　
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
務
大
臣
　
細
田
　
博
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
務
大
臣
　
谷
垣
　
禎
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
尾
辻
　
秀
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
臨
時
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
務
大
臣
　
尾
辻
　
秀
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
務
大
臣
　
中
山
　
成
彬

剥
離
箋
顯
鞭
法
律
の

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
十
七
年
五
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
務
大
臣
　
細
田
　
博
之

法
律
第
三
十
九
号

　
　
　
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法

　
　
　
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

　
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　
題
名
を
次
の
よ
う
に
改
・
め
る
。

　
　
　
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律

　
第
一
桑
中
「
及
び
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
る
。

　
第
二
条
第
一
項
中
「
医
師
の
指
導
監
督
」
を
「
医
師
又

は
歯
科
医
師
の
指
示
」
に
、
「
政
令
」
を
「
厚
生
労
働
省
令
」

に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削

る
。　
第
三
条
第
一
項
中
「
免
許
」
の
下
に
「
（
以
下
「
免
許
」

と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

　
第
四
条
中
「
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
免
許
（
以
下

「
免
許
」
と
い
う
。
ご
を
「
免
許
」
に
改
め
、
同
条
第
一

号
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中

「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
」
に
改
め
る
。

　
第
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
及
び
衛
生
検
査
技
師

名
簿
」
を
削
る
。

　
第
六
条
第
一
項
中
「
又
は
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る

者
」
及
び
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
名
簿
」
を
削
り
、
同
条

第
二
項
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
免
許
証
」
を
削
る
。

　
第
八
条
第
一
項
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
及
び
「
若

し
く
は
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
又

は
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
る
。

　
第
十
条
中
「
及
び
衛
生
検
査
技
師
名
簿
」
及
び
「
及
び

衛
生
検
査
技
師
免
許
証
」
を
削
る
。

　
第
十
一
条
中
「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
」
に
、
「
同

項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

　
第
十
五
条
中
コ
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、

同
条
第
一
号
中
「
学
校
教
育
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
二
十
六
号
）
」
を
加
え
、
「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第

二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
三
条
第
二
項
に
規

定
す
る
」
を
「
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
又
は
旧
大
学

令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）
に
基
づ
く
大
学

に
お
い
て
医
学
、
歯
学
、
獣
医
学
又
は
薬
学
の
正
規
の
課



（号外第96号）報官月曜日
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
そ
の
他
第
二
条
に
規
定
す
る
検

査
（
同
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
理
学
的
検
査
を

除
く
。
第
二
十
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
必
要
な
知
識

及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
第

三
号
中
「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
」
に
改
め
る
。

　
第
十
八
条
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
及
び
「
そ
れ
ぞ

れ
」
を
削
る
。

　
第
十
九
条
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
る
。

　
第
二
十
条
第
一
項
中
「
名
称
」
の
下
に
「
又
は
こ
れ
に

紛
ら
わ
し
い
名
称
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

　
第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
医
師
」
の
下
に
「
又
は
歯

科
医
師
」
を
加
え
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、
「
第
二
条

第
一
項
の
政
令
」
を
「
第
二
条
の
厚
生
労
働
省
令
」
に
改

め
る
。

　
第
二
十
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
二
条
第
二

項
」
を
「
第
二
条
」
に
改
め
る
。

　
第
二
十
四
条
第
一
号
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
を
削

る
。
　
　
　
附
　
則

　
　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

　
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

　
施
行
す
る
。

　
　
（
受
験
資
格
の
特
例
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
法
律
に
よ
る

　
改
正
前
の
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す

　
　
る
法
律
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
二
項
の

　
　
規
定
に
よ
る
衛
生
検
査
技
師
の
免
許
を
受
け
て
い
る
者

　
　
で
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

　
　
に
基
づ
く
大
学
（
同
法
に
基
づ
く
短
期
大
学
を
除
く
。
）

　
　
又
は
旧
法
第
十
五
条
第
一
号
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
よ
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る
改
正
後
の
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下

　
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
学
校
若
し
く
は
臨
床
検
査
技
師
養
成
所
に

お
い
て
新
法
第
二
条
に
規
定
す
る
生
理
学
的
検
査
及
び

新
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
採
血
に
関
す
る
科
目
で
厚

生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
も
の
を
修
め
た
も
の
は
、
こ

　
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の

　
属
す
る
年
度
の
翌
々
年
度
の
末
日
ま
で
は
、
新
法
第
十

　
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
臨
床
検
査
技
師
国
家
試

　
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
衛
生
検
査
技
師
の
業
務
の
継
続
等
）

第
三
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
三
条
第
二

　
項
の
規
定
に
よ
る
衛
生
検
査
技
師
の
免
許
を
受
け
て
い

　
る
者
又
は
次
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
衛
生

　
検
査
技
師
の
免
許
を
受
け
た
者
は
、
新
法
第
二
十
条
の

　
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
衛
生
検
査
技
師
の
名
称
を
用
い

　
て
、
旧
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
を
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

　
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
旧
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に

　
よ
る
衛
生
検
査
技
師
の
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　
者
が
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
を
経
過
す
る
日
の

　
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
に
申
請
し
た
と
き
は
、
そ
の

　
者
に
対
し
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
衛
生
検
査
技
師
の

　
免
許
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
六
条
第
二
項
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
八

　
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
条
の
二
の
二
、
第
二
十
三
条

　
及
び
第
二
十
四
条
第
一
号
の
規
定
は
、
な
お
岬
て
の
効
力

　
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
法
第
八
条
第
一

　
項
中
「
第
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛

　
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

　
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
三
十
九
号
。
以
下
「
平
成
十

　
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
臨
床
検
査

　
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
旧

　
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
」
と
、
旧
法
第
二
十
条
の
二
の

　
二
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
六
年
改
正

　
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

　
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
法
並
び
に
平
成
十
六
年
改

　
正
法
附
則
第
二
条
及
び
第
三
条
」
と
す
る
。

　
　
（
秘
密
を
守
る
義
務
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
衛
生
検
査
技
師
で
な
く

　
な
っ
た
者
の
旧
法
第
十
九
条
に
規
定
す
る
そ
の
業
務
上

　
取
り
扱
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
知
り
得
た
秘
密
に
つ
い
て

　
は
、
同
条
及
び
旧
法
第
二
十
三
条
の
規
定
は
、
施
行
日

　
以
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

　
　
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

　
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
六
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の

　
　
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
と
な
る
経
過
措

　
　
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

　
　
（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

　
第
七
条
　
登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十

　
　
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
　
別
表
第
一
第
二
十
三
号
因
イ
㈹
中
「
、
衛
生
検
査
技

　
　
師
」
を
削
る
。

　
　
（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

　
第
八
条
　
附
則
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
及
び
同
条

　
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
衛
生
検
査
技

　
　
師
の
免
許
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
前
条
の
規
定
に

　
　
因
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

　
　
　
（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
）

　
第
九
条

　
　
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

2
3
　
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
旧
法
第
五
条
、

　
　
よ
る
改
正
前
の
登
録
免
許
税
法
別
表
第
一
第
二
十
三
号

　
（
水
道
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条
　
水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）

　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
表
第
一
第
三
号
中
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査

　
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十

　
六
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
臨
床
検
査
技
師

　
の
免
許
を
有
す
る
者
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

　
衛
生
検
査
技
師
」
を
「
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法

　
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
三
条
の
規

　
定
に
よ
る
臨
床
検
査
技
師
」
に
改
め
る
。

　
　
（
水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
一
条
　
附
則
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
つ
い

　
て
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
水
道
法
別
表
第

　
一
第
三
号
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ

　
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
同
条
第
二
項
の
規
定
に

　
よ
る
衛
生
検
査
技
師
の
免
許
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の

　
は
、
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法

　
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
三

　
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
」
と
す

　
る
。

　
　
■
（
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す

　
る
法
律
の
一
部
改
■
正
）

第
十
二
条
　
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い

　
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の

　
　
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
三
十
三
条
第
三
項
中
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検

　
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七

　
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
」
を
「
臨
床
検
査
技
師
等
に

　
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第

　
　
二
条
」
に
改
め
る
。

　
　
　
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五

　
第
百
十
五
条
の
五
第
二
項
中
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛

生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
臨
床
検
査
技
師

等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　
　
第
三
十
四
条
第
三
項
中
「
第
十
八
条
た
だ
し
書
」
の

　
下
に
「
、
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
及

　
び
第
二
十
条
の
二
」
を
加
え
る
。

　
（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条
　
厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第

　
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
条
第
十
三
号
中
「
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
務
大
臣
　
細
田
　
博
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
務
大
臣
　
谷
垣
　
禎
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
尾
辻
　
秀
久

　
　
　
　
㎜
政
　
　
　
令
㎜

政
令
第
百
七
十
号

　
　
　
警
察
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　
内
閣
は
、
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二

号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

　
警
察
庁
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
八
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
二
十
一
条
第
七
号
中
「
規
定
に
よ
る
預
金
口
座
等
の

不
正
な
利
用
の
防
止
」
の
下
に
「
及
び
携
帯
音
声
通
信
事

業
者
に
よ
る
契
約
者
等
の
本
人
確
認
等
及
び
携
帯
音
声
通

信
役
務
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

七
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
る
携
帯
音
声
通
信

役
務
の
不
正
な
利
用
の
防
止
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
政
令
は
、
携
帯
音
声
通
信
事
業
者
に
よ
る
契
約
者

等
の
本
人
確
認
等
及
び
携
帯
音
声
通
信
役
務
の
不
正
な
利

用
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
三
十
一

号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平

成
十
七
年
五
月
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
務
大
臣
　
細
田
　
博
之

　
警
察
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御
名
　
　
御
璽

平
成
十
七
年
五
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
務
大
臣
　
細
田
　
博
之

　
携
帯
音
声
通
信
事
業
者
に
よ
る
契
約
者
等
の
本
人
確
認

等
及
び
携
帯
音
声
通
信
役
務
の
不
正
な
利
用
の
防
止
に
関

す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
第
二
号
の
罪
を
定
め
る
政
、
爺
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
十
七
年
五
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
務
大
臣
　
細
田
　
博
之

政
令
第
百
七
十
一
号

　
　
　
携
帯
音
声
通
信
事
業
者
に
よ
る
契
約
者
等
の
本
人

　
　
　
確
認
等
及
び
携
帯
音
声
通
信
役
務
の
不
正
な
利
用

　
　
　
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
第
二
号
の

　
　
　
罪
を
定
め
る
政
令

　
内
閣
は
、
携
帯
音
声
通
信
事
業
者
に
よ
る
契
約
者
等
の

本
人
確
認
等
及
び
携
帯
音
声
通
信
役
務
の
不
正
な
利
用
の

防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）

第
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
．
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三
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公
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退
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手
当
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る
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の
施
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に
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う
経
過
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置
に
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る
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令
の
一
部
を
改
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す
る
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令
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四
）

○
非
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律
施
行
令
の
一
部
を
改
正

　
す
る
政
令
（
六
六
）

〇
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令

　
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
六
七
）

○
中
小
企
業
信
用
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を

　
改
正
す
る
政
令
（
六
八
）

三四

O
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関

　
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

　
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
六
九
）

○
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関

　
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

　
令
（
七
〇
）

O
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令

　
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
令
の
一
部

　
を
改
正
す
る
政
令
（
七
一
）

五六

○

○
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
及
び
被
用

　
者
保
険
等
保
険
者
拠
出
金
等
の
算
定
等
に

関
す
る
政
令
等
の

（
七
二
）〔

府

一
部
を
改
正
す
る
政
令

令
〕

○
内
閣
府
本
府
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

　
る
内
閣
府
令
（
内
閣
府
一
九
）

〔
府
令
・
省
令
〕

○
金
融
機
関
等
に
よ
る
顧
客
等
の
本
人
確
認

　
等
及
び
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利
用
の
防

　
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改

　
正
す
る
命
令

　
（
内
閣
府
・
総
務
・
法
務
・
財
務
・
厚
生

　
労
働
・
農
林
水
産
・
経
済
産
業
・
国
土
交

　
通
二
）

〔
省

令
〕

○
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
規
則
の
一
部
を

　
改
正
す
る
省
令
（
総
務
三
四
）

○
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第

　
五
ま
で
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定

　
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
（
同
三
五
）

O
法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出

　
張
所
設
置
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

　
令
（
法
務
二
七
）

O
国
民
年
金
基
金
規
則
及
び
確
定
給
付
企
業

　
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

　
令
（
厚
生
労
働
五
〇
）

○
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
規
則
及
び
確
定
給

　
付
企
業
年
金
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

　
す
る
省
令
（
同
五
一
）

》七七七八九

〔
告

示
〕

○

○
特
定
荷
主
が
物
品
の
運
送
又
は
保
管
を
委

　
託
す
る
場
合
の
特
定
の
不
公
正
な
取
引
方

　
法
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
（
公
正
取
引
委
五
）

O
農
業
協
同
組
合
法
第
十
条
第
二
十
七
項
の

　
規
定
に
基
づ
き
、
主
務
大
臣
の
指
定
す
る

　
農
業
協
同
組
合
連
合
会
を
定
め
る
件
の
一

　
部
を
改
正
す
る
件

　
（
金
融
庁
・
農
林
水
産
一
）

○
過
疎
地
域
を
区
域
と
す
る
市
町
村
を
公
示

　
す
る
件

　
（
総
務
・
農
林
水
産
・
国
土
交
通
二
八
）

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
三
十

　
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
過
疎
地
域
と

　
み
な
さ
れ
る
区
域
を
公
示
す
る
件

　
（
同
二
九
）

○
除
籍
が
滅
失
し
た
件
（
法
務
一
五
三
）

O
不
動
産
登
記
法
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規

　
定
に
よ
る
登
記
事
務
の
指
定
に
関
す
る
件

　
（
同
一
五
四
）

○
電
気
通
信
回
線
に
よ
る
登
記
情
報
の
提
供

　
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に

　
よ
る
登
記
所
の
指
定
に
関
す
る
件

　
（
同
一
五
五
）

○
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

　
（
同
一
五
六
）

○
国
債
証
券
買
入
銷
却
法
第
一
条
の
規
定
に

　
よ
る
国
債
の
買
入
消
却
に
関
す
る
件

　
（
財
務
一
一
七
、
一
一
八
）

○
科
学
研
究
費
補
助
金
取
扱
規
程
の
一
部
を

　
改
正
す
る
件
（
文
部
科
学
三
七
）

O
健
康
増
進
法
の
規
定
に
基
づ
き
登
録
試
験

　
機
関
を
登
録
し
た
件
（
厚
生
労
働
一
五
一
）

○
健
康
保
険
の
事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
地

　
域
と
し
て
指
定
し
た
件
の
一
部
を
改
正
す

　
る
件
（
社
会
保
険
庁
一
五
、
一
六
）

九
一〇二三

○
地
す
べ
り
防
止
区
域
の
指
定
を
す
る
件

　
　
（
農
林
水
産
三
九
一
）

○
地
す
べ
り
防
止
区
域
の
追
加
指
定
を
す
る

　
件
（
同
三
九
二
）

○
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
十
七
条
第
二

　
項
第
四
号
及
び
第
三
十
九
条
の
二
十
六
第

　
二
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水

　
産
大
臣
が
認
定
す
る
市
場
と
し
て
認
定
し

　
た
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
三
九
三
）

○
型
式
検
査
に
合
格
し
た
農
機
具
の
型
式
等

　
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
件
（
同
三
九
四
）

○
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
三
項
第

　
一
号
の
事
業
者
を
指
定
す
る
件

　
（
経
済
産
業
四
一
）

○
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整

　
備
支
援
機
構
法
附
則
第
十
一
条
第
九
項
の

　
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

　
の
と
さ
れ
る
廃
止
前
の
造
船
業
基
盤
整
備

　
事
業
協
会
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
納
付

　
金
率
を
定
め
た
件
（
国
土
交
通
三
七
六
）

O
船
員
法
施
行
規
則
第
八
号
表
第
一
号
4
③

　
の
規
定
に
よ
る
三
年
以
上
甲
板
部
の
勤
務

　
に
従
事
し
た
も
の
と
同
等
の
能
力
が
あ
る

　
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定

　
め
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　
（
同
三
七
七
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

最
高
裁
判
所

三三三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茜

（
以
下
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

本
日
公
布
さ
れ
た
法
令
の
「
あ
ら
ま
し
」

次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
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（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁
　
財
団
、
美
濃
東
部
区
域
農
用
地
整
備
事
業

　
に
お
け
る
換
地
処
分
（
橋
立
換
地
区
・
道

　
木
中
央
換
地
区
・
中
田
換
地
区
・
栩
杭
換

　
地
区
）
、
海
難
審
判
庁
関
係

裁
判
所

　
相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、
免
責
、

　
復
権
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

　
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
厚
生
年

　
金
基
金
清
算
結
了
・
清
算
人
退
任
関
係

会
社
そ
の
他

西茜西蓋
二
五 雛

舩
鍾
師
然
講

◇
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構

　
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
六
三
号
）

　
（
国
土
交
通
省
）

1
　
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機

　
構
に
出
資
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
方
公
共
団
体
と

　
し
て
、
堺
市
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

2
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
一
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

　
る
こ
と
と
し
た
。

◇
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

　
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正

　
す
る
政
令
（
政
令
第
六
四
号
）
（
総
務
省
）

1
　
独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
ほ

　
か
九
の
国
営
企
業
等
の
職
員
の
退
職
に
よ
る
退
職
手
当

　
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を
改
正

　
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法

　
の
規
定
を
適
用
す
る
日
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

2
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
一
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

　
る
こ
と
と
し
た
。

　
二
、
三
〇
〇
円
に
、
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り

　
親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護

　
補
償
の
額
を
二
万
八
、
三
六
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
定
す

　
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
六
条
の
二
第
二
項
関
係
）

5
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
一
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

　
る
こ
と
と
し
た
。

2
　
衛
生
検
査
技
師
資
格
の
廃
止
に
伴
う
所
要
の
規
定
の

　
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

3
　
こ
の
政
令
は
、
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
埜
．

　
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の

　
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る

　
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
六
六

　
号
）
（
総
務
省
）

1
　
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
等
が
市
町

　
村
に
支
払
う
消
防
団
員
退
職
報
償
金
の
支
払
額
を
引
き

　
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
三
条
及
び
別
表
関
係
）

2
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
一
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

　
る
こ
と
と
し
た
。

◇
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
【
部
を
改

　
正
す
る
政
令
（
政
令
第
六
七
号
X
国
土
交
通
省
）

1
　
国
土
交
通
大
臣
が
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他

　
の
管
理
を
行
う
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
追
加
等
す
る

　
こ
と
と
し
た
。
（
別
表
関
係
）

2
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
一
八
年
三
月
二
九
日
か
ら
施
行

　
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
中
小
企
業
信
用
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

　
令
（
政
令
第
六
八
号
）
（
経
済
産
業
省
）

1
　
普
通
保
険
、
無
担
保
保
険
等
の
保
険
料
率
の
弾
力
化

　
　
普
通
保
険
、
無
担
保
保
険
等
に
つ
い
て
中
小
企
業
者

　
の
財
務
内
容
そ
の
他
の
経
営
の
状
況
を
勘
案
し
て
保
険

　
料
率
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
条
関
係
）

2
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
一
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

　
る
こ
と
と
し
た
。

◇
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
及
び
精
神
保

　
健
福
祉
士
法
施
行
令
の
｝
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

　
第
七
一
号
）
（
厚
生
労
働
省
）

一
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
の
一
部
改

　
正
関
係

　
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
試
験
の
受
験
に
係
る

　
手
数
料
の
額
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

二
　
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
令
の
一
部
改
正

　
　
精
神
保
健
福
祉
士
試
験
の
受
験
に
係
る
手
数
料
の
額

　
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

三
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
一
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

　
る
こ
と
と
し
た
。

◇
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
及
び
被
用
者
保
険
等
保

　
険
者
拠
出
金
等
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
等
の
「
部
を

　
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
七
二
号
）
（
厚
生
労
働
省
）

一
　
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
及
び
被
用
者
保
険
等

　
保
険
者
拠
出
金
等
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改

　
正
関
係
（
第
一
条
関
係
）

　
1
　
国
民
健
康
保
険
組
合
に
対
し
て
国
が
負
担
す
る
事

　
　
務
費
負
担
金
（
介
護
納
付
金
の
納
付
に
係
る
も
の
を

　
　
除
く
。
）
の
算
定
基
礎
と
な
る
被
保
険
者
一
人
当
た
り

　
　
の
基
準
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
2
　
平
成
一
七
年
度
に
係
る
国
民
健
康
保
険
組
合
に
お

　
　
け
る
療
養
給
付
費
等
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
に
つ
い

　
　
て
は
、
平
成
一
七
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
一
八
年
二

　
　
月
二
八
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
療
養
の
給
付
等
に
要

　
　
し
た
費
用
の
額
に
基
づ
い
て
算
定
す
る
こ
と
と
す
る

　
　
と
と
も
に
、
当
該
国
庫
補
助
金
の
一
部
に
つ
い
て
は

　
　
平
成
一
八
年
度
に
お
い
て
補
助
す
る
こ
と
と
す
る
特

　
　
例
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

二
　
国
民
年
金
法
に
基
づ
き
市
町
村
に
交
付
す
る
事
務
費

　
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
関
係
（
第
二
条
関
係
）

　
1
　
市
町
村
に
交
付
す
る
基
礎
年
金
等
事
務
費
交
付
金

　
2
　
市
町
村
に
交
付
す
る
福
祉
年
金
事
務
費
交
付
金
の
｝

　
　
の
総
額
の
算
定
基
礎
と
な
る
被
保
険
者
一
人
当
た
り
．

　　

ﾌ
基
準
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
髭
　
　
㏄ 　　　　　　　　一　　　　　　一

一
一

◇
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め

　
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
六
五
号
）

　
（
総
務
省
）

1
　
非
常
勤
消
防
団
員
及
び
非
常
勤
水
防
団
員
に
係
る
補

　
償
基
礎
額
を
階
級
及
び
勤
務
年
数
の
区
分
に
応
じ
て
そ

　
れ
ぞ
れ
改
定
し
、
最
低
額
を
八
、
八
○
○
円
と
す
る
こ

　
と
と
し
た
。
（
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
別
表
第
一
関

　
係
）
2
　
消
防
作
業
従
事
者
、
救
急
業
務
協
力
者
及
び
水
防
従

　
事
者
に
係
る
補
償
基
礎
額
の
最
低
額
を
八
、
八
○
○
円

　
に
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
条
第
二
項
第
二
号
関

　
係
）

3
　
配
偶
者
に
係
る
扶
養
加
算
額
を
四
三
三
円
に
改
定
す

　
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
条
第
三
項
関
係
）

4
　
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
実
費
を
支
出
し
て

　
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場
合
の
介
護
補
償
の
限
度
額

　
を
一
〇
万
四
、
五
九
〇
円
に
、
常
時
介
護
を
要
す
る
状

　
態
に
あ
り
親
族
等
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
日
が
あ
る
場

　
合
の
介
護
補
償
の
額
を
万
万
六
、
七
一
〇
円
に
、
随
時

◇
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
の

　
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

　
（
政
令
第
六
九
号
）
（
厚
生
労
働
省
）

　
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
一
八
年
四

月
一
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施

　
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
七
〇
号
）
（
厚

　
生
労
働
省
）

介り
護実
補費
償を
の支
限出
度し
額て
を介
五護
万を

｝1
施行政

，へ　，へ

ｱ1コ
　の
ﾉ題
改名
めを
る＿
こ臨
と床
と検
し査
た技
ズ師
題等
名に
関関
係す
）る
@法
律

一
を算
改定
定基
す破
ると
こな
とる
と受
し給
た
権
。
者
　
一
　
人
　
当
　
た
　
り

硅
“
‘



第4304号
幸
便官月曜日平成18年3月27日5

　
中
小
企
業
信
用
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
．
璽

平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

政
令
第
六
十
八
号

　
　
　
中
小
企
業
信
用
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

　
　
　
る
政
令

　
内
閣
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

　
中
小
企
業
信
用
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令

第
三
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
二
条
第
一
項
中
「
に
あ
っ
て
は
○
・
八
七
パ
ー
セ
ン

ト
（
手
形
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
債
務
の
み
に
つ

い
て
の
特
殊
保
証
（
以
下
「
手
形
割
引
特
殊
保
証
」
と
い

う
。
）
及
び
当
座
貸
越
し
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
債
務
の
み

に
つ
い
て
の
特
殊
保
証
（
以
下
「
当
座
貸
越
し
特
殊
保
証
」

と
い
う
。
）
の
場
合
は
、
○
・
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
」
を
削
り
、

「
に
あ
っ
て
は
○
・
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
手
形
割
引
特
殊

保
証
及
び
当
座
貸
越
し
特
殊
保
証
の
場
合
は
、
○
・
七
四

パ
ー
セ
ン
ト
）
」
を
「
及
び
法
第
三
条
の
九
第
一
項
に
規
定

す
る
特
定
社
債
保
険
（
以
下
「
特
定
社
債
保
険
」
と
い
う
。
）

に
あ
っ
て
は
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
・
六
四
パ
ー
セ

ン
ト
ま
で
（
手
形
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
債
務
の

み
に
つ
い
て
の
特
殊
保
証
（
以
下
「
手
形
割
引
特
殊
保
証
」

と
い
う
。
）
及
び
当
座
貸
越
し
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
債
務

の
み
に
つ
い
て
の
特
殊
保
証
（
以
下
「
当
座
貸
越
し
特
殊

保
証
」
と
い
う
。
）
の
場
合
は
、
○
・
○
八
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
一
．
四
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
）
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
保

険
関
係
ご
と
に
、
当
該
保
険
関
係
に
係
る
中
小
企
業
者
の

財
務
内
容
そ
の
他
の
経
営
の
状
況
を
勘
案
し
て
経
済
産
業

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
保
険
事
故
の

発
生
率
に
応
じ
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
保
険
料
率

（
保
険
事
故
の
発
生
率
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
○
・
八
七

パ
ー
セ
ン
ト
（
手
形
割
引
特
殊
保
証
及
び
当
座
貸
越
し
特

殊
保
証
の
場
合
は
、
O
・
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
）
、
」
に
改

め
、
「
、
法
第
三
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
社
債
保

険
（
以
下
「
特
定
社
債
保
険
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
○
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
削
る
。

　
第
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん

3
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
激
甚
災
害
に
対
処

　
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

　
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に

　
規
定
す
る
災
害
関
係
保
証
に
係
る
保
険
関
係
に
つ
い
て

　
の
保
険
料
率
は
、
普
通
保
険
に
あ
っ
て
は
○
・
四
一

　
パ
ー
セ
ン
ト
（
手
形
割
引
特
殊
保
証
及
び
当
座
貸
越
し

　
特
殊
保
証
の
場
合
は
、
○
・
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
無

　
担
保
保
険
に
あ
っ
て
は
（
Y
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
手
形

　
割
引
特
殊
保
証
及
び
当
座
貸
越
し
特
殊
保
証
の
場
合

　
は
、
O
・
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
特
別
小
口
保
険
に
あ

　
つ
て
は
○
・
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
手
形
割
引
特
殊
保
証

　
及
び
当
座
貸
越
し
特
殊
保
証
の
場
合
は
、
○
・
一
五

　
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
す
る
。

4
　
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
普
通
保
険
又
は
無

　
担
保
保
険
の
保
険
関
係
で
あ
っ
て
、
中
小
小
売
商
業
振

　
興
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
の
四

　
の
規
定
に
係
る
債
務
の
保
証
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の

　
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
五
十
七

　
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
係
る
債
務
の
保
証
、
発
電
用

　
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
七
十

　
八
号
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
周
辺
地
域
整
備

　
関
連
保
証
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
使
用
の
合
理
化
及
び
資

　
源
の
有
効
な
利
用
に
関
す
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す

　
る
臨
時
措
置
法
（
平
成
五
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
十

　
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
活
動
等
関
連
保

　
証
、
商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
に
よ
る
小
規
模
事
業
者

　
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
五
十
一
号
）

　
第
二
十
条
の
規
定
に
係
る
債
務
の
保
証
、
特
定
産
業
集

　
積
の
活
性
化
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
（
平
成
九
年
法
律

　
第
二
十
八
号
）
第
十
七
条
（
同
法
第
二
十
七
条
に
お
い

　
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
係

　
る
債
務
の
保
証
及
び
産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
（
平

　
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
九
条
の
七
の

　
規
定
に
係
る
債
務
の
保
証
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
保

　
険
料
率
は
、
O
・
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
手
形
割
引
特
殊

　
保
証
及
び
当
座
貸
越
し
特
殊
保
証
の
場
合
は
、
○
・
七

　
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

第
『
条
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施

　
行
ず
る
。

　
（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
成
立
し
て
い
る
保
険
関

　
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
務
大
臣
　
谷
垣
　
禎
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
産
業
大
臣
　
二
階
　
俊
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
小
泉
純
一
郎

　
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
．
璽

平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

政
令
第
六
十
九
号

　
　
　
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法

　
　
　
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め

　
　
　
る
政
令

　
内
閣
は
、
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第

三
十
九
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令

を
制
定
す
る
。

　
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
八
年
四

月
一
日
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
小
泉
純
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
務
大
臣
　
谷
垣
　
禎
一

　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

政
令
第
七
十
号

　
　
　
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法

　
　
　
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　
内
閣
は
、
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第

三
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

　
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

　
第
一
条
及
び
第
二
条
を
削
る
。

　
第
三
条
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
り
、
同
条
を

第
一
条
と
す
る
。

　
第
四
条
中
「
及
び
衛
生
検
査
技
師
名
簿
」
を
削
り
、
同

条
第
三
号
中
「
臨
床
検
査
技
師
名
簿
に
あ
っ
て
は
、
」
を
削

り
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。

　
第
五
条
第
一
項
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
り
、

同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

　
第
六
条
第
二
項
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
り
、

同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

　
第
七
条
第
一
項
中
「
臨
床
検
査
技
師
又
は
衛
生
検
査
技

師
」
を
「
臨
床
検
査
技
師
」
に
改
め
、
「
又
は
衛
生
検
査
技

師
免
許
証
」
を
削
り
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

　
第
八
条
第
一
項
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
り
、
「
よ

ご
し
」
を
「
汚
し
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
よ
ご
し

た
」
を
「
汚
し
た
」
に
改
め
、
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
を

削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
り
、

同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

　
第
九
条
第
｝
項
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
り
、
「
第

六
条
第
二
項
」
を
「
第
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
り
、
同
条
を
第
七

条
と
す
る
。

　
第
十
条
中
「
法
」
を
「
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法

律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条

と
す
る
。

　
第
十
一
条
を
第
九
条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
十
条
と
し
、

第
十
三
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

　
第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
条
」
に

改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

　
第
十
五
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

　
第
十
六
条
第
二
項
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
条
」
に

改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

　
第
十
七
条
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、

同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

　
第
十
八
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

　
第
十
九
条
中
「
第
十
三
条
か
ら
」
を
「
第
十
一
条
か
ら
」

に
改
め
、
同
条
の
表
第
十
三
条
の
項
中
「
第
十
三
条
」
を

「
第
十
一
条
」
に
改
め
、
同
表
第
十
四
条
第
一
項
の
項
中

「
第
十
四
条
第
一
項
」
を
．
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、

同
表
第
十
四
条
第
二
項
の
項
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
を

「
第
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
五
条
の
項
中

「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
、
同
表
第
十
六

条
第
一
項
の
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
六
条
第
二
項
の
項
中
「
第

十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同

表
第
十
七
条
の
項
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
、

「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
、
同
表
第
十
八
条

の
項
中
「
第
十
八
条
」
を
「
第
十
六
条
」
に
改
め
、
同
条

を
第
十
七
条
と
す
る
。
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第
二
十
条
第
一
号
中
「
学
校
教
育
法
」
の
下
に
「
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
」
を
、
「
旧
大
学
令
」
の
下
に

「
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）
」
を
加
え
、
同
条

第
三
号
中
「
第
一
号
に
規
定
す
る
大
学
に
お
い
て
獣
医
学

若
し
く
は
薬
学
の
正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
又

は
第
二
条
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
、
「
第
二
条
第
一
項
」

を
「
第
二
条
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
イ
　
第
｝
号
に
規
定
す
る
大
学
に
お
い
て
獣
医
学
又

　
　
　
は
薬
学
の
正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者

　
　
ロ
　
獣
医
師
又
は
薬
剤
師
（
イ
に
掲
げ
る
者
を
除

　
　
　
く
。
）

　
　
ハ
　
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
（
同
法
に
基
づ
く

　
　
　
短
期
大
学
を
除
く
。
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い

　
　
　
て
保
健
衛
生
学
の
正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し

　
　
　
た
者

　
　
二
　
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
又
は
旧
大
学
令
に

　
　
　
基
づ
く
大
学
に
お
い
て
法
第
二
条
に
規
定
す
る
検

　
　
　
査
（
同
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
生
理
学
的

　
　
　
検
査
を
除
く
。
）
に
関
す
る
科
目
で
厚
生
労
働
大
臣

　
　
　
の
指
定
す
る
も
の
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
（
イ
及

　
　
　
び
ハ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

　
　
ホ
　
外
国
の
医
学
校
、
歯
科
医
学
校
、
獣
医
学
校
若

　
　
　
し
く
は
薬
学
校
を
卒
業
し
、
又
は
外
国
で
獣
医
師

　
　
　
免
許
若
し
く
は
薬
剤
師
免
許
を
受
け
た
者

　
第
二
十
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

　
第
二
十
一
条
中
「
第
三
条
、
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条

第
一
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
八
条
第
二
項
及
び
第
五
項
、

第
九
条
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
並
び
に
第
十
八

条
」
を
「
第
一
条
、
第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
第
一
項
、

第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
七
条
、

第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
並
び
に
第
十
六
条
」
に
改

め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

　
第
二
十
二
条
中
「
又
は
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
り
、
同

条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

　
第
二
十
三
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
二
十
四
条
を
第

二
十
二
条
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
こ
の
政
令
は
、
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技

　
師
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下

　
「
平
成
十
七
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら

　
施
行
す
る
。

　
（
衛
生
検
査
技
師
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
十
七
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
に
規

　
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の

　
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施

　
行
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
か
ら
第
九
条

　
ま
で
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定
は
、
な

　
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ

　
れ
た
旧
令
第
三
条
、
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
一
項
、

　
第
七
条
第
二
項
、
第
八
条
第
二
項
及
び
第
五
項
並
び
に

　
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と

　
さ
れ
て
い
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
旧
令
弟
二
十
一
条
の

　
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

　
　
（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第

　
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
表
第
一
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関

　
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
二
十

　
六
号
）
の
項
中
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等

　
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
を
「
臨
床
検
査
技
師
等
に
関

　
す
る
法
律
施
行
令
」
に
、
「
第
三
条
、
第
五
条
第
二
項
、

　
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
八
条
第
二
項
及

　
び
第
五
項
、
第
九
条
、
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で

　
並
び
に
第
十
八
条
」
を
「
第
一
条
、
第
三
条
第
二
項
、

　
第
四
条
第
一
項
、
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
二
項
及

　
び
第
五
項
、
第
七
条
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で

　
並
び
に
第
十
六
条
」
に
改
め
る
。

　
（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

　
置
）

第
四
条
　
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
効
力

　
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
旧
令
第
三
条
、
第
五
条
第
二

　
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
八
条
第
二

　
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

　
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
に
つ
い
て

　
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行

　
令
別
表
第
一
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関

　
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
二
十

　
六
号
）
の
項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

　
（
地
域
保
健
法
施
行
令
の
一
部
改
■
正
）

第
五
条
　
地
域
保
健
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第

　
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
五
条
第
一
項
中
「
、
衛
生
検
査
技
師
」
を
削
る
。

　
（
地
域
保
健
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

　
置
）

第
六
条
　
平
成
十
七
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
に
規

　
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

　
の
地
域
保
健
法
施
行
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
な

　
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項

　
中
「
衛
生
検
査
技
師
」
と
あ
る
の
は
、
「
臨
床
検
査
技
師
、

　
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

　
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
附
則
第
三
条

　
第
一
項
に
規
定
す
る
者
」
と
す
る
。

　
　
（
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

　
一
部
改
正
）

第
七
条
　
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行

　
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の
一
部

　
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
（
衛
生
検
査
技
師
を
含

　
む
。
）
」
を
削
る
。

　
　
（
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

　
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条
　
平
成
十
七
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
に
規

　
定
す
る
者
に
つ
い
て
の
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

　
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十

　
一
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

　
号
中
「
臨
床
検
査
技
師
」
と
あ
る
の
は
、
「
臨
床
検
査
技

　
師
（
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法

　
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
三

　
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
を
含

　
む
。
）
」
と
す
る
。

　
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等

　
の
一
部
改
正
）

第
九
条
　
次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
臨
床
検
査
技
師
、

　
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
臨
床
検
査
技

　
師
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　
一
　
廃
棄
物
の
処
理
及
ぴ
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令

　
　
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
別
表
第
一
の
四

　
　
の
項

　
二
　
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
厚
生
省
関
係
法
令
の
適
用
の

　
　
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令

　
　
第
百
八
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
第
十
五
号
並
び
に

　
　
第
七
十
条
第
一
項
第
二
十
九
号
、
第
二
項
第
十
五
号

　
　
及
び
第
三
項
第
十
二
号

　
（
国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条
　
国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令

　
第
四
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
二
十
二
条
第
一
項
第
五
十
五
号
中
「
臨
床
検
査
技

　
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和

　
三
十
三
年
政
令
第
二
百
二
十
六
号
）
第
十
九
条
」
を
「
臨

　
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
三

　
年
政
令
第
二
百
二
十
六
号
）
第
十
七
条
」
に
改
め
、
同

　
条
第
二
項
の
表
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に

　
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
九
条
の
表
の
項
中
「
臨
床
検

　
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第

　
十
九
条
」
を
「
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行

　
令
第
十
七
条
」
に
改
め
る
。

　
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の

　
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条
　
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の

　
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政

　
令
第
二
百
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

　
る
。

　
　
第
二
十
一
条
第
十
号
中
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検

　
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七

　
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
」
を
「
臨
床
検
査
技
師
等
に

　
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第

　
二
条
」
に
改
め
る
。

　
（
厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条
　
厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第

　
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
条
第
七
号
及
び
第
三
十
五
条
第
二
号
中
「
、
衛

　
生
検
査
技
師
」
を
削
る
。

　
　
第
三
十
八
条
第
六
号
中
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検

　
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
臨
床
検
査
技
師
等
に

　
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　　

@　
@　
@　
@艀

ﾆ
懸
毯

　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
及
び
精
神
保

健
福
祉
士
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
十
八
年
三
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

政
令
第
七
十
一
号

　
　
　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
及
び
精

　
　
　
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

　
　
　
令

　
内
閣
は
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六

十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
九
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
精
神

保
健
福
祉
士
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
九

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。
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